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　「これではだめだ。避難できる場所が

必要だ。みんなで助け合える仕組みが必

要だ」。大水害の翌年、津本地区自主防

災会が発足、２年後に防災の拠点「津本

防災センター」が完成しました。

　水害を教訓に、避難所運営訓練や防災

訓練に取り組んできました。区民総出の

草刈りも活動の一つ。出来ることは自分

たちでやっていこう。

　大水害と東日本大震災から10年目を迎

えた2021年。２つの大災害を教訓に、水

害の記録を改めて確認し、津波に備える

防災訓練を行いました。

　水害時の最高水位は小学生が計測。道

路から高さ7.71ｍまで浸水した事が分か

り、今後、台風や豪雨が発生した際、こ

の高さ以上に避難することを目標にしま

した。

　児童生徒の登下校時に地震が発生した

と想定し、津波から逃げる避難場所の確

認。町防災マップ（津波編）を手に地区

　2011年９月３日にかけて、三重、和歌

山、奈良の３県で甚大な被害を及ぼした

紀伊半島大水害。三重県最南端の紀宝町

では、１人が死亡、１人の行方不明者が

出ました。

　津本地区は床上浸水81世帯、死者１

人。当時、避難所がなく、住民は迫り来

る浸水に怯え、２階へ、屋根へと逃げ、

豪雨の中、住民は、一夜を耐えました。

まさに「想定外」。深夜、警察がボート

で救出に向かうも、誰が避難したのか、

誰がとり残されているのか分らない状況

でした。至る所で通行止めや浸水などが

あり、ライフラインが完全に麻痺。もち

ろん、携帯電話も使えず、被災地であり

ながら、何の情報も無く、被害の規模す

ら分かりませんでした。

　避難もばらばらで、知人宅に身を寄せ

た人や、数日間、車内で過ごした人。当

時、横のつながりが全くありませんでし

た。
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三重県紀宝町 津本地区自主防災会
防災委員 大峪 やす子

楽しい防災をモットーに
　　「防災チャレンジ大運動会」

１ はじめに ２ 地域防災への歩み

何よりも命が大事 備蓄に必要な物は？ 僕はラーメンを選んだ
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内を歩き、海抜20ｍ以上で避難できそう

な場所には目印として赤い旗を揚げまし

た。

「防災、みんな真面目に訓練！」これで

は続かないと思い、「楽しむ」をモッ

トーに、高齢者や子育て世代が参加しや

すい、子供達を巻き込んだ企画を考えま

した。それが「防災チャレンジ大運動

会」。

　備蓄に必要な物を親子で見つける

「借り物競争」、ビニール袋で作った

雨具を着て高齢者による「ファッショ

ンショー」、必要な支援物資を伝える

「ジェスチャークイズ」などみんなで楽

しみました。

　ペットボトルでランタン作り、ブルー

シートで寝袋作り、防災ディナーショー

も行いました。また、南海トラフ巨大地

震に備え、避難場所を見つけるタウンウ

オッチングにも取り組みました。

　2014年度、紀宝町が全国で初めて、災

害に備えた事前防災行動計画「タイムラ

イン」を導入。豪雨や台風災害を想定

し、命を守るために取るべき行動を「い

つ」「誰が」「何を」という視点で時間

軸に整理したものです。2015年７月の台

風には、タイムラインにより、津本地区

で33世帯61人が早めの避難をしました。

この後も「空振り」を恐れず、高齢者を

中心に早め早めの避難を心がけるように

なりました。

　コロナ禍では、避難所の在り方を模

索。防災センターの一室に簡易個室を用

意しました。密接を避け、プライバシー

の配慮に気を配り、風通しの良いカーテ

ンで間仕切り。授乳室も設け、誰もが使

いやすい施設を目指しました。

　避難時に混雑しないよう、駐車場で車

中泊の訓練も行いました。家族連れは

「プライバシーも保てるし、気を使わず

に夜を過ごせた」と話し、安全な場所で

の車中避難も選択肢の一つだと判りまし

た。

　大水害から10年以上が経ち、記憶はいず

れ薄れていきます。「風化させない」ように、

大人から子供へ語りつぎ「何よりも命が大

事」を合言葉に、自分の命を自分で守るた

め、地域の宝である子供達の笑顔を守るた

め、これからも“楽しい防災”を継続して行き

たいと考えています。
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４ 受賞しました

紀伊半島大水害時の最高水位を計測 防災チャレンジ大運動会

３ これからの私たち

「みえの防災奨励賞」「みえの防災特別賞」

「みえの防災大賞」「防災まちづくり大賞」




